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CSR・ESG 活動のショートコメント配信を開始 
～中長期視点の投資に資する情報提供で金融市場を活性化～ 

 

 
株式会社フィスコ（以下「フィスコ」）は、上場企業の CSR（企業の社会的責任）・ESG

（環境・社会・企業統治）関連の情報配信強化の一環として、CSR・ESG 活動のショー
トコメントの配信を開始いたしましたのでお知らせします。 

 
2015 年 6 月より施行されたコーポレートガバナンス・コード（企業統治指針）の遵守

に向けて、上場企業による CSR・ESG 情報の開示が急速に進みつつあります。CSR
とは、企業が社会や環境へ与える影響に対する責任のことを意味し、持続可能な発
展（サステナビリティ）に貢献するためにその責任を果たしていく活動を指します。ESG
とは、環境（Environment）、社会（Society）、企業統治（Governance）の頭文字をとっ
たものです。いずれも、損益計算書、貸借対照表、キャッシュフロー計算書などの財
務諸表には表れない、いわゆる非財務的な要素のことを指します。 

 
CSR・ESG 情報の開示が重視される理由は、これら要素が企業の中長期的な企業

価値の向上にいかに影響するのかという点に関して、株式・債券などの金融市場に
対して分かりやすく説明する必要がある、と考えられているからです。 

 
たとえば「環境」の観点では、地球温暖化などの環境問題を重視する企業は、一般

的に言って、二酸化炭素の削減や廃棄物ゼロに向けた取組みに積極的であることが
挙げられます。これらの取組みを軽視している、あるいは実施していない企業に比べ
ると、環境問題に起因する事業環境の変化への自社の対策や、自社へのマイナス影
響について、ステークホルダーへ合理的に説明できる可能性が高いと言えます。さら
に、積極的な取組みを通じて、新技術開発などの可能性が向上したり、温暖化ガス排
出枠を販売したりすると、中長期的な業績、ひいては企業価値の向上や持続的成長
にプラスに寄与する（リターンが大きい）とも考えられます。このように、CSR・ESG へ
の取組みやその情報開示に積極的な企業は、これらの点を、投資家との対話のなか
で、説得力のあるロジックに基づいて投資家に説明できる可能性が高いと言えます。 

 
一方で、上場企業の CSR・ESG 情報は、資金を提供する側である投資家の視点か

らすると、中長期的な企業の業績、すなわち資金の運用パフォーマンスに影響します。
投資家の企業価値への貢献責任を記した日本版スチュワードシップコードの影響も
あり、投資先の選定・分析や投資可否の意思決定にあたって CSR・ESG を考慮する
投資家が、国内外の機関投資家を中心に増えつつあります。やがてこの潮流が、中
長期的な視野で株式投資を実行する日本の個人投資家にもさらに浸透することが予
想されます。 

 
このような背景のもと、フィスコは、上場企業の中長期的な企業価値や持続的成長

の判断に資する情報として、上場企業のCSR・ESG活動のショートコメントの配信を開
始するに至りました。 
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なお、CSR・ESG 情報の配信にあたっては、当該分野で知見の深い、フィスコの連

結子会社である株式会社フィスコ IR（以下「フィスコ IR」）のアドバイスを受けます。フィ
スコ IR は、CSR・ESG などの非財務情報が企業の中長期的な財務情報に影響するま
での道筋をステークホルダーにとって分かりやすく解説した「統合報告書」の制作実
績が豊富なことに加えて、ステークホルダーのなかでも投資家の心理を踏まえた
CSR・ESG 情報の公開ノウハウに長けております。 

 
【CSR・ESG 活動のショートコメントの例】 
ネクスグループ---鈴鹿 8 耐の前夜祭タンデムパレードにボランティア参加 

ネクスグループ<6634>はCSR活動の一環として、「風の会」が開催する鈴鹿サーキ
ットでのタンデム走行イベントに協賛した。 

風の会は、「鈴鹿 8 時間耐久ロードレース（鈴鹿 8 耐）」の決勝前日（7 月 25 日 15
時～16 時）に、現役・OB ライダーの方々が集まり、障害者の方をパッセンジャーシー
トに乗せ、鈴鹿サーキット本コースをタンデム走行するという社会貢献活動である。 

風の会の発足のきっかけは、代表である元ロードレースライダーの水谷勝氏が、テ
ストコースでのオートバイ体験走行イベントの際、見学をしていた車椅子の方に声を
掛け、その方を後ろに乗せてタンデム走行したことにある。動かないはずのその方の
足が、コーナーを曲がる度に力が入り締め付ける動きが伝わってくるなど、リハビリの
一環になるかもしれないという思いから本格的に活動を開始したという。バイクに憧
れていても、障害などが原因で夢叶わぬ人達に、「風」の素晴らしさをタンデム走行で
実感してもらい、その夢を実現している。 

なお、ネクスグループはM2M分野製品ラインアップの1つとして、オートバイ用GPS
データロガー端末（バイクの様々な情報を収集する端末）の開発を手掛けている。オ
ートバイ用製品の開発にあたり、試作機のテスト運用やデータ収集・解析をおこなうこ
とに加え、「チーム力で勝つ」という点日本文化の象徴であるオートバイと、そのオート
バイでの日本最大のレースである鈴鹿 8 耐を応援すべく、2014 年より Team「WINNER 
Z-TECH & NCXX Group」を結成し、鈴鹿 8 時間耐久レースへ参戦している。 
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【株式会社フィスコの概要】 

 会社名： 株式会社フィスコ http://www.fisco.co.jp/  

 所在地： 東京都港区南青山五丁目 4 番 30 号 

 設立日： 1995 年 05 月 15 日 

 資本金： 1,210 百万円（2014 年 12 月 31 日現在） 

 代表者： 代表取締役社長 狩野 仁志 

 事業内容： 金融機関、投資家、上場企業を支援する各種情報サービスの提供 
 

【株式会社フィスコ IR の概要】 

 会社名： 株式会社フィスコ IR http://www.fisco-ir.co.jp/  

 所在地： 東京都港区南青山五丁目 4 番 30 号 

 設立日： 1968 年 08 月 09 日 

 資本金： 89,502,215 円（2015 年 5 月 11 日現在） 

 代表者： 代表取締役社長 佐藤 元紀 

 事業内容： IR 実務支援サービスの提供 
 

以上 


